
 

H２１.１.１９ 設楽ダム魚類検討会 議事概要 
 

○日  時：平成２１年１月１９日（月） １３時３０分～１７時０５分 

○議事概要： 

表 H２１.１.１９ 設楽ダム魚類検討会の議事概要 

議事項目 議事内容 委員の主な意見 意見に対する回答 

1.魚類検討
会の位置づ
け及び経緯
について 

・ 環境検討委員会との関係
と役割について報告した。 
・ 両委員会では、双方向で意
見交換を行うことを報告
した。 
・ 魚類検討会の経緯につい
て報告した。 

・ 特になし ・ 特になし 

2.平成 20
年の野外実
験について 

・ 平成20年度の野外実験結
果（稚魚放流・直後モニタ
リングまで）について報告
した。 

・ 放流実験の手法については、少しず
つ前進している。 
・ 今回の放流結果を見ると、放流する
稚魚のコンディションが悪く、実験
の供試魚としては適していない。 
・ 飼育手法を見直して、状態の良い稚
魚で実験が行えるようにすること。
また、放流時の河川への馴化方法に
ついても対応を検討すること。 

・ 事務局：飼育手法、放流手法
について、最善の方法となる
ように改善する。改善のため
に委員に飼育状況の現状、実
験放流先を視察して頂く。 

 ・ 下流集団の減少要因の推
定結果及びその対応案に
ついて事務局(案)を提示し
た。 

・ 下流集団の減少に関連すると思われ
る病気や環境変動について、事務局
は現状で手に入るデータを良く整理
しており、豊川のネコギギ生息状況
に対する理解が進んだ。 
・ 下流側では河床の間隙等の生息環境
が変動し易いという仮説に基づき、
上流側の生息地と洪水後の状況を比
較することで、個体数変動要因を探
る基礎資料が得られると考えられ
る。 
・ 個体数変動のモニタリングと共に、
調査を継続すること。 

・ 事務局：河床間隙等の生息環
境の変動に関する調査を実
施する。 

 ・ 今後の野外実験計画につ
いて、事務局の修正案を提
示した。 

・ 放流数については、ここまでの実験
で得られたデータから実験の前提条
件（当歳魚の秋から春までの生残率
や個体群存続性の判断基準など）を
見直し、平成 21 年度の野外実験計
画を提案すること。 
・ 実験のコントロールとなる生息数が
多い場所への増殖稚魚放流について
は、現況で良いと考えられる生息場
所を攪乱するおそれがあることか
ら、工事工程や技術的な問題をもう
少し検討してから取り組んだ方がよ
い。 

・ 事務局：個々の作業計画と他
の検討すべき事項、工事工程
等との関連を整理し、時期を
含めた具体の計画(案）とし
て提示する。 

3.人工水路
実験につい
て  

・ 繁殖場実験の結果につい
て報告した。 
・ 成熟個体と未成熟個体の
行動の特徴を確認した。 

・ 実験の結果については、位置情報の
みではなく、行動の記録が示される
と良い。 

・ 事務局：行動記録について
は、今後解析し、提示する。

 



 

 

議事項目 議事内容 委員の主な意見 意見に対する回答 

4.支川のポ
テンシャル
について 

・ ネコギギ生息環境の再生候
補地である支川の調査計画
(案）を提示した。 

・ 支川では水質に着目した調査を行
い、その結果で生息ポテンシャルを
判断すると理解した。 
・ 水質の影響をみる一つの方法とし
て、瀬の底生動物に着目すると良い。
豊川との比較または、豊川と支川の
合流後の左右岸で調査を行い、支川
の影響をみることで、検出すること
が可能と考えられる。 

・ 事務局：ご指摘に基づき、詳
細な調査計画を立案し、調査
を行う。また、再生候補地の
支川の現状を視察して頂く
等の対応を取る。 
 

5.ダム下流
の保全につ
いて 

・ ダム下流河川における、影
響要因と環境影響につい
て、その保全対策とモニタ
リングの流れを提示した。 

・ ダム下流の検討は今後重要となるこ
となので、個別の要因と影響の関係
等、詳細の検討を早急に実施するこ
と。 

・ 事務局：早急に検討する。 

6.平成 20
年度モニタ
リングにつ
いて 

・ 平成 20 年秋季までのネコ
ギギ個体群調査結果につい
て報告した。 

・ このようなデータを元に議論できる
のは非常に良いこと。 
・ 現地のデータを元に議論できるよう
に今後もモニタリングを継続して欲
しい。 

・ 事務局：モニタリングを継続
して実施していく。 

7.公表資料
について 

・ 公表用資料として作成した
パンフレット(案）を提示
し、委員への確認を要請し
た。 

・ パンフレット(案）を確認する。 ・ 事務局：各委員よりご意見を
頂き修正する。 

8.今後の調
査・検討計
画について  

・ ネコギギの保全に関する今
後の調査・検討計画(案）を
提示した。 

・ ダム本体工事前に実施が予定されて
いる転流工への対応についての議論
が早急に必要となる。 

・ 事務局：次回の検討会で対応
計画(案）を提示し、審議し
て頂く。 

9.その他魚
類について  

・ 次回検討会で詳細に審議す
る。 

・ 希少魚という枠組み以外の観点から
も保全の必要性を確認して議論すべ
きである。 

・ 事務局：次回検討会ではご指
摘に基づいた資料を提示す
る。 

 

 


